
９期   知らなかった あんな話 こんな話 科 

～そして生きがい再発見～ 

日時： 令和３年 ７月 ８日（木曜日） 

場所： 豊中市地域共生センター（第４回目講座） 

学習テーマ：千里丘陵の自然について   

講師： 武田 義明 先生（神戸大学名誉教授） 

 

内 容 １．吹田市緑地の変遷を変遷図に基づいて説明 

      （１９５６年～１９９５年の変遷図） 

      開発により緑地が少なくなっているのが分かる 

    ２．里山 

      里山の定義：林学上の農用林、薪炭、堆肥、木灰、木材生産の場となる 

            肥料 ➡ 堆肥・木灰 ➡ 水田 

            燃料 ➡ 薪・柴・炭・落葉 ➡ 家事 

            建材 ➡ 木材 ➡ 住居 

    ３．植物群落の遷移の説明（人為的影響） 

    ４．里山の遷移の説明（生物多様性の低下） 

    ５．生物多様性の４つの危機の説明 

     －１．人間活動や開発による危機 

     －２．人間活動縮小による危機（人口減少） 

     －３．人間により持ち込まれたものによる危機（外来種） 

     －４．温暖化による危機（永久凍土→沼地） 

   ６．千里丘陵の里山 

     吹田市：紫金山公園、千里緑地 

     豊中市：島熊山、待兼山、千里中央公園、刀根山、千里緑地 

   ７．千里丘陵の主要な植生（竹が多くなると他の植物が少なくなる） 

   ８．千里ニュータウンの緑地の変遷 

   ９．吹田市の植物のレッドリストの説明 

  １０．その他 

     春の七草 

     （セリ、ナズナ、御形、ハコベラ、仏の座、スズナ、スズシロ） 

     参考に秋の七草 

     （女郎花、ススキ、キキョウ、カワラナデシコ、フジバカマ、クズ、ハギ）  

午 後 

１．ラジオ体操 

２．午前の講義を振り返り各班で発表 

３．豊中市社会福祉協議会による「豊中あぐり」の説明 



  
千里丘陵の自然                   武田先生 

 

 

  

    午後のスタートはラジオ体操から          「豊中あぐり」について 

 

 

 

    「豊中あぐり」はこんなところ           収穫した野菜の提供先は？ 


